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て 『日本外科墜曾の特別講演として取扱ふべき程の ものでは1fl~~ 、』と述べられfこのであっ
fこ。此の棋な別種類の御話しは文孝で読んでも講談の肢に面白く 前める ものである。
それから最後に評説Hの教が百名とあるのをもっと増しfこらどうかと云ふ相談が曾長カ、








































































































サ・Ii 日本外科資曲第八谷第 三 協
よい思ひっきである。然し、此の際大津助教授の追加したZJ王座開腹開胸術に依って該部に










名将合員 同代 .i j忠











その後で、れ以三吉博：lて、 三’む博士なども ~NW されて、 ii'fι集として「クロールカルク」
をも使用した·］~やら l喉頭切除の際i二トレンデレンプJレク’の策作「力一ユーレ」の周闇を、空
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位や副血行の護生欣態なども研究されて居ったことである。例へばJ.A. Sicard et J. Fore-












































































































雑 終 λGi 
京大新撃士の教室入局式
本年京大卒業新製士の中でかねてから京大外科教室へ這入りたいといふ希望が烏潟、磁
部雨数度の許へ申出でられて居ったが詮簡の結果いよいよそれが許可されて昭和六年三月
二十七日午前十一時字削教授が外科聞書室で此等の諸子へ接見する事になった、此時参集
新署長土は左記の拾名であつに。
石野琢二郎、硲丈維、弘重充、桝井淑、島袋常久、岡本新一、山本彦八、高安彰、字国
和雄、加藤虎之助。
そこで烏潟、犠部雨教授が整列して居る新型・士諸君の二、三尺前の中央へ準み出で前以
て差出されてあっfこ名簿に従ひ名前と本人とを引き合せ一々挨拶された。それから.in潟教
授は大要下の様な心得方を述べられた。
此の外科撃教室ぞ預って居る吾々雨人が相談の結果今度諸君を新fニに教室員として採用
する事に決定しましたので諸君は本日只今から教室の人であります。併し普通よく言はれ
て居る様に諸君は大・撃の撃生の延長として嘗然の纏利で今や外科教室へ這入って来fこので・
は有りません。
入製試験に及第し大畢生となればその大事で教育を受ける樺利がありまfこ教授はその園
家的職責として『定められた課程』に従ひ諸君を教育する義務があったのですが大墜を卒業
して仕舞へばそれで事情みであります。
本日諸君が外科墜を専攻しfこい希望で・教室へ入る事を許されたのは大壊とは全く別問題
で従て決しτ園家が許可しfこのではなくてに古吾々雨名が吾々限りで許可したので有りま
す。此の意味で此の教室は一種の私塾の様なものだと御心得下さい。
愈々教室で稽古を始める様になればまに更に種々な注意も致しますが本日は諸君が教室
員となった第一日で教室の主長との初針面の日でありますから教室といふものに劃Lて両Ii
に漣べ寸こ様な概念を持つ様に心の準備ぞして下さい。
それから此の教室では先代の猪子、伊藤雨教授が相談された結果として甲なり乙なり何
れかのある個人の教室といふ事ではなく軍に京大外科謬教室となって居り、吾々耐人もそ
れに従て今日に至って居りますから諸君も個人的固有詞に支配され？にただ京大外科墜教
室員といふ立揚に在る事を忘れぬ犠にして下さい。そればかりではなく此の教主は整形外
科接数量とも需接の連結があり外科・製教室員は一度は必歩整形外科皐教室員ともなるべき
事に定めてありますから、これも前以て御震知置き下さい。
これで‘鳥潟教授の挨拶がすみたり、時恰も別項所報の如く外科教室の助教段、講師、助
手全部が同時に外科同書室の他の一隅に居り合せfこるにつき鳥潟教授は夏に新車士諸君に
針しそ欠の如く述べられたり。
;,ns 日本外科貧画第八巻第三披
『丁度此底に現在教室の中堅となって居る諸君の先輩が居りますが此の機曾に新入諸君
は此等の先輩を見識り挨拶をして置くがよいと思ひます』。
これが終って雨教授先づ退出せられ、それカ、ら各自挨拶を交換して一同退出しfこ。
京大外科準教室の新助手決定
昭和六年三月二十八日、鳥潟、磁部雨教授の命で外科教室の助教授、講師、助手が外科
園芸宝へ招集されfこ。
勿論何の用向きであるのかは誰も知らぬ。
出席者は左の通りであった。
大滞助教授、塚原助教授、由茅講師、青柳講師、巽講師、 寺内講師、猪木講師、山根助
手、赤木助手、藤浪助手。
午前十一時半れ潟、磁部閉教授がjJミられて鳥潟教授から左の様な申付があった。
「今回利1部助手が長崎宮大外科助教授に柴準し助手の位置が一つ空きましにカ、らその候
補者を諸君で無記名投票して下さい、但しこれは前例もある遁りにfご吾々雨人の敦疫の参
考の震であって最大票数ぞ得ナこ人がその佳直ちに助手として採用されねばならぬと言ふ原
則からでは有りませんから申添へて置きます』
開票の結果は次の通りなりき。
踊間副手七票 鬼束副手二票 岡副手ー巣
烏潟教授から「諸君これで用事が督当みましたから」とありて一同退散し仁り。雨教授は連
れ立ちて磁郎教授去に入られたり。
少時にして大津助教授が雨教授の許に呼ばれ幅間三徳氏を新たに助手とする事に決定せ
い吹その手績を取る可き様命ぜられたり。助手、誹師、助教J受などは所謂天下の公器であ
るによって教主内で衆望の揮して居る者が推察される様tこ道が聞かれてゐる事は買に輯母
しい事と言はねばならぬ。
